
斤量 クラス コース ※文字色の意味

別定 GIII 中山 赤…GOOD妙味大な馬  青…BAD危険な馬

紫…DARKHORSE穴馬

枠番 名前 騎手 父 父系統 母父 母父系統 斤量 能力 コース 馬場 血統 展開 総合 人気 印 結果 コース特徴

1 タイムトゥヘヴン Mデムーロ ロードカナロア キングマンボ アドマイヤベガ サンデーサイレンス 56 B B B C B B 2 ▲

2 タイソウ 石橋脩 モーリス ロベルト ダイワメジャー サンデーサイレンス 56 C C C B D C 3 消

3 グラティアス ルメール ハーツクライ サンデーサイレンス Lizard Island ダンジグ 56 C C C C D C 1 消 馬場レベル&バイアス

4 タケルジャック 北村宏 ブラックタイド サンデーサイレンス キングカメハメハ キングマンボ 56 D B C C D D 10 消

5 ヴァイスメテオール 丸山 キングカメハメハ キングマンボ キングヘイロー リファール 56 C B B A C B 5 ☆ 血統傾向

6 テンバガー 戸崎 モーリス ロベルト スペシャルウィーク サンデーサイレンス 56 D B C B C D 6 消

7 エイカイファントム 岩田望 キズナ ディープインパクト Gone West ﾐｽﾀｰﾌﾟﾛｽﾍﾟｸﾀｰ 56 B B C B C B 11 ◎

8 ブラックロータス 三浦 American Pharoah ﾐｽﾀｰﾌﾟﾛｽﾍﾟｸﾀｰ Arch ロベルト 56 D E E D E E 12 消

9 アクセル 横山典 キズナ ディープインパクト タイキシャトル ヘイロー 56 C C C B D C 7 消 展開

10 プラチナトレジャー 田辺 キングカメハメハ キングマンボ クロフネ ｳﾞｧｲｽﾘｰｼﾞｪﾝﾄ 56 B D B C B C 4 消

11 ラカン 津村 キズナ ディープインパクト Indian Charlie グレイソヴリン 56 C C B B B B 9 ◯

12 ディクテイター 北村友 ルーラーシップ キングマンボ フレンチデピュティ ｳﾞｧｲｽﾘｰｼﾞｪﾝﾄ 56 D C C C C D 8 消

データなど特記事項

※評価はこのレース中の相対評価になります
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想定ラップタイム

危険な馬

2021/1/17

京成杯 芝2000m 良想定 平坦 大荒れ D or E

レース名 距離 馬場 レース質 荒れ度 自信度

中盤から下り坂で淡々とペースが流れる。直線には急坂もあるの

でかなりタフな舞台。

やや重い=D 徐々に外差しバイアスが強まりそう

日本の競馬場の中では高低差が激しくヨーロッパの競馬場に近い

適性が問われる。ヨーロッパで活躍した血統の好走が目立つ。冬

の中山芝の特注血統であるロベルトはこのレースでも好走傾向。

前走で逃げた馬が多いのでどの馬が行くのかは微妙なところ。あ

る程度はスローペースで流れても差しが決まる条件ではありま

す。

×10番人気以下 (0-0-0-56) ×前走ダート(0-0-0-10)

△関東馬で当日8番人気以下(0-0-1-52)

×前走重賞・OP特別だった馬で当日8番人気以下(0-0-0-30)

×前走G2・G3・OP特別で6着以下(0-0-0-23)

×前走1勝クラスで4着以下(0-0-0-17)×中1週(0-0-0-11)

△前走負け0.6～0.9秒(0-0-1-32)×前走負け1秒上(0-0-0-17)

PREVIEW グラティアス=新馬戦はルメールへの忖度があるんじゃないかと思

うほどに楽なペースで逃げられた。正直前走のレースではスケー

ルが分からないので今回で評価という感じ。レシステンシアの下

で逃げる競馬がベストに見えますし、今回は逃げが不利なレース

傾向。逃げないとしても未知数。

 この時期の3歳馬にとって急坂がある中山芝2000mは非常にタフな条件。ホープフルステークスは世代上位の馬が出走してくるので、タフな舞台への適性を絶対能力が凌駕するケース（サートゥルナーリア、

コントレイル、ダノンザキッドなど）が目立ちますが、京成杯はそこまでメンバーレベルが高くならないので、タフな中山芝2000mに対応できる馬かどうかという点が非常に重要になってきます。今年もたい

したメンバーが揃わなかった感じですし、現時点での完成度と舞台適性の高さで穴馬の激走があってもいいんじゃないだろうか。

　本命は大穴で◎エイカンファントムが面白そう。未勝利勝ちは骨っぽい相手に正攻法で挑んでタイムランクBの勝利。昇級初戦の前走は終始かかり気味で抑えるのに精一杯で最後はスローペースをキレ負

け。500kgを超える大型馬で父もこういうタフな条件は得意。今回は上がりがかかる京成杯なら大穴を開けてもいいんじゃないかと思います。

妙味大な馬
ラカン=焦ることなく脚を溜めて終いを活かす競馬を教え込んで前

走でようやく未勝利勝ち。京成杯は毎年差しが決まりやすいです

し、後方から直線勝負になりそうなこの馬は合いそうな条件。昨

年の勝ち馬もキズナ産駒でしたし、現時点での完成度という面で

も強調できるんじゃないだろうか。

穴馬
エイカイファントム=未勝利勝ちは骨っぽい相手に正攻法で挑んで

タイムランクBの勝利。昇級初戦の前走は終始かかり気味で抑える

のに精一杯で最後はスローペースをキレ負け。500kgを超える大型

馬で父もこういうタフな条件は得意。今回は上がりがかかる京成

杯なら大穴を開けても。
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枠番 名前 騎手 印 総合評価 想定人気 結果

1 タイムトゥヘヴン Mデムーロ ▲ B 2 0

2 タイソウ 石橋脩 消 C 3 0

3 グラティアス ルメール 消 C 1 0

4 タケルジャック 北村宏 消 D 10 0

5 ヴァイスメテオール 丸山 ☆ B 5 0

6 テンバガー 戸崎 消 D 6 0

7 エイカイファントム 岩田望 ◎ B 11 0

8 ブラックロータス 三浦 消 E 12 0

9 アクセル 横山典 消 C 7 0

10 プラチナトレジャー 田辺 消 C 4 0

11 ラカン 津村 ◯ B 9 0

12 ディクテイター 北村友 消 D 8 0

PREVIEW REVIEW
前走は持続力を存分に活かせる展開になって一気にパフォーマンスを上げてきた。時計的にも同週のホープフルSと遜色ないですし、上

のクラスでも期待できる馬か。まぁ間違いなく人気になると思うが、全く乗れていないデムーロが騎乗というだけで本命評価にはした

くない感じがします。

かなり跳びが大きくていかにもキレないイメージの馬。新馬戦は完成度の高さと前に行けたのが良かったか。素質自体はありそうだが

キレ負けしそうな感じ。決め手が問われない重い芝自体は良いと思うが、これだけ大跳びなので中山コースがどうだろうか。前に行く

馬の戦績が良くないレース傾向も微妙。

新馬戦はルメールへの忖度があるんじゃないかと思うほどに楽なペースで逃げられた。正直前走のレースではスケールが分からないの

で今回で評価という感じ。レシステンシアの下で逃げる競馬がベストに見えますし、今回は逃げが不利なレース傾向でもし逃げないと

してもそれでどれくらいやれるのか未知数。

ここ２戦を見ても立ち回りセンスは抜群。ただ、前走に関しては完璧に展開が向いた感じはしますし、そこからの重賞となると相手関

係的にどうだろうか。

新馬戦は超スローで上がりだけのレースになったが、２、３着が次走で好走しているのを見てもレベルは低くなかったか。この馬は直

線入り口で鞍上が後ろを見るぐらいに余裕がありましたし能力はありそう。血統的にもキングカメハメハ産駒で母父キングヘイローと

いかにも中山は合いそう。

未勝利勝ちは超スローだったがこの時期の2歳馬でほぼ加速ラップでまとめるんだから強い。血統的にもいかにもな持続力型で、キレが

問われない持続力勝負なら上でも通用しそう、と前走レース回顧で書いていたが、その時に倒した2着馬のトーセンインパルスがその後

さっぱりな感じ。そことの比較で考えても能力的にどうなのか。

未勝利勝ちは骨っぽい相手に正攻法で挑んでタイムランクBの勝利。昇級初戦の前走は終始かかり気味で抑えるのに精一杯で最後はス

ローペースをキレ負け。500kgを超える大型馬で父もこういうタフな条件は得意。今回は上がりがかかる京成杯なら大穴を開けてもいい

んじゃないかと思います。

新馬戦は終始外を回って早めに動いて勝ち切った。時計は目立たないが、田辺騎手のコメントを見ると相当に期待している感じ。案外

やる馬なのかもしれない。ただ、それはダート戦の話。芝の重賞では厳しい。

新馬戦はそこまでスタートは速くなかったが横山騎手は逃げるのを決めていたか。前走はスローペースで展開に恵まれているので、昇

級してどこまでやれるかはわからない。京成杯は前に行く馬は厳しくなりそうなのであまり評価はしにくい。

東スポ杯でのダノンザキッドとタイトルホルダーのホープフルSでの結果を見ても4着まで走れていれば上出来。ただ、国枝厩舎らしく

使って上積みがありそうとは言え、このコテコテの左回り向きの血統背景からも右回りコースに変わるのは不安。差し馬に向く条件と

いうのは良いが中山コースがどうなんだろうか。

焦ることなく脚を溜めて終いを活かす競馬を教え込んで前走でようやく未勝利勝ち。京成杯は毎年差しが決まりやすいですし、後方か

ら直線勝負になりそうなこの馬は合いそうな条件。昨年の勝ち馬クリスタルブラックもキズナ産駒でしたし、現時点での完成度という

面でも強調できるんじゃないだろうか。

初戦はかなりのハイレベル戦で馬場も馬場だったので何もできず。２戦目で勝ち上がったが、この日は超高速馬場だったので時計的な

評価は微妙。果たしてこの相手でどこまでやれるのか。


